




ありがとう！
笑顔と感動を紡いだ

　
平
成
27
年
10
月
17
日
㈯
～
20
日
㈫
の
４
日
間
、
第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ

ち
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
17
日
～
19
日
の
３
日
間
、「
第
25
回
全
国
健
康

福
祉
祭
地
域
文
化
伝
承
館
」
を
開
催
。
多
数
の
来
賓
や
来
場
者
を
お
迎
え
し
て
、
高

齢
者
の
知
識
や
技
術
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
、
地
域
に
伝
わ
る
芸
能
等
を
披
露
し
、
各

世
代
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
一
財
）山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

　西

　川

　三代
子

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山

口
２
０
１
５
は
、
関
連
行
事
も

含
め
過
去
最
多
の
延
べ
約
54
万
人
が
参
加
。

地
域
文
化
伝
承
館
も
３
日
間
、
多
く
の
来
場

者
を
お
迎
え
し
、
会
場
内
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
そ
の
要
因
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
れ
ば
、
次

の
３
点
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

１
．
各
競
技
が
県
内
各
地
に
分
散
し
て
開
催

さ
れ
た
。

　
（
イ
）
経
済
効
果
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
分
さ

れ
た

２
．
大
き
な
会
場
が
あ
っ
た
。

　
（
イ
）
福
祉
に
関
す
る
出
展
や
子
供
達
の
遊

具
も
館
内
に
置
か
れ
、
観
客
も
遠
く

に
移
動
せ
ず
楽
し
め
た
。

　
（
ロ
）
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
連

携
が
図
ら
れ
て
い
た
。

　
（
ハ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
動
線
も
短

く
疲
れ
が
少
な
か
っ
た
。

３
．
開
催
期
間
中
、天
候
が
秋
晴
れ
で
良
か
っ

た
。

　
以
上
の
他
に
も
諸
々
あ
り
ま
す
が
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」

が
大
成
功
に
終
わ
り
、
来
年
は
「
長
崎
で　

ひ
ら
け
長
寿
の　
夢
・
み
ら
い
」
の
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
開
催
県
と
し
て
、

成
功
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
山
口
大
会
に
お
い
て
は
、

各
方
面
か
ら
の
御
協
力
を
頂
い
た
結
果
出
来

た
こ
と
で
、
本
当
に
皆
様
方
へ
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
と
同
時
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５

地
域
文
化
伝
承
館
を
終
え
て

●
来
場
者
へ
の
お
も
て
な
し

　
総
合
案
内
に
は
、
山
口
の
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
を
設
置

し
、
来
場
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
記
念
品
と
し
て
、
山
口
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
会
員
の
手
作
り
「
金
魚
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

１
５
０
０
０
個
や
、
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
ち
ょ
る
る
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
「
し
お
り
」
１
０
０
０
０
枚
を
配
布
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

総合案内

金魚ストラップ

しおり
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一
生
に
一
度
の
お
も
て
な
し
。
さ
ぁ
ど
う
し
ま
し
ょ

う
？
ブ
ー
ス
の
広
さ
か
ら
織
り
機
３
台
、
紡
ぎ

車
１
台
を
準
備
。
ち
ょ
っ
と
し
た
お
み
や
げ
も
喜
ば
れ
る
と

助
言
を
頂
き
、「
ご
自
分
で
織
ら
れ
た
布
」「
コ
ー
ス
タ
ー
」「
体

験
証
明
書
」
を
お
持
ち
帰
り
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
参
加
し
て
下
さ
る
か
し
ら
と
不
安

一
杯
の
初
日
。「
ど
う
ぞ
織
っ
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
簡
単

で
す
よ
。」
と
声
を
か
け
ま
す
と
、
３
台
は
す
ぐ
に
う
ま
り

ま
し
た
。
初
め
は
緊
張
し
な
が

ら
の
方
も
次
第
に
リ
ズ
ム
に
乗

り
、
夢
中
な
様
子
で
す
。「
思

い
の
ほ
か
簡
単
！
」「
難
し
か
っ

た
け
ど
、
き
れ
い
な
布
に
な
っ

た
。」
と
嬉
し
そ
う
な
顔
で
す
。

３
歳
の
子
ど
も
さ
ん
か
ら
80
歳

代
の
方
、
ま
た
県
内
は
も
と
よ

り
遠
く
名
古
屋
や
大
阪
、
岡
山

か
ら
参
加
い
た
だ
き
感
謝
で
一

●
大
賑
わ
い
の
出
展
ブ
ー
ス

　
竹
細
工
や
し
め
縄
、
手
芸
品
な
ど
県
内
の
22
団
体
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
伝
統
工
芸
品
や
日

頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
地
域
文
化
・
生
活
文
化
の
品
々
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
順
番
待
ち
が
出
る
ブ
ー
ス
も
数
多
く
見
ら
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
山
口
県
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
ど
の
出
展
ブ
ー
ス
も
賑
わ
い
を
見
せ
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
つ
ば
さ
手
紡
ぎ
の
会

山

　下

　千

　恵

光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

実
行
委
員

　井

　原

　貞

　徳

杯
！
全
部
で
98
枚
の
色
と
り
ど
り
の
布
が
織
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
運
営
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
の
『
さ
を
り
』

の
メ
ン
バ
ー
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
、

仲
間
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。と
て
も
充
実
し
た
３
日
間
、

幸
せ
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ブースの様子

実演風景

体験証明書

２
０
１
５
年
春
以
降
、
地
域
文
化
伝
承
館
へ
の
出
展

に
向
け
て
、
展
示
物
の
吟
味
か
ら
交
渉
ま
で
、

中
川
会
長
自
ら
が
奔
走
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、
光
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船箪笥等の展示

賑わうブース

島田人形浄瑠璃

島田人形浄瑠璃

市
老
連
で
は
、
廻
船
が
活
躍
し
た
江
戸
期
に
船
頭
が
使
用
し

た
船
箪
笥
（
光
ふ
る
さ
と
郷
土
館
所
蔵
）
や
、
地
域
ク
ラ
ブ

が
生
き
が
い
づ
く
り
で
取
り
組
み
、
精
密
に
編
み
込
ん
だ
竹

細
工
、
そ
し
て
工
芸
品
の
金
属
加
工
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
担
当
ブ
ー
ス
内
で
は
、
特
に
船
箪
笥
が
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。
隠か

く
し
抽ひ
き
だ
し斗
や
カ
ラ
ク
リ
扉
を
実
際
に
触
れ
て
頂
き
、
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
製
作
技
術
の
高

さ
に
往
時
を
偲
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
光
市

に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
「
島
田
人

形
浄
瑠
璃
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
た
観
客
の
中
に
は
、

ド
ー
ム
に
隣
接
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
か
ら
の
他
県
選
手
団
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
生
き
生
き
と
し
た
人
形
の
動
き
に
魅
入
り
、

心
や
す
ら
ぐ
古
典
芸
能
を
堪
能
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
３
日
間
の
短
い
間
で
し
た
が
、
ブ
ー
ス
内
の
展
示
物
や
工

夫
を
凝
ら
し
た
芸
能
を
通
じ
、
県
内
外
の
人
々
や
世
代
を
超

え
て
交
流
が
図
れ
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
意
義
は
充
分
に
果

た
せ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

県市町 グループ名 内　容
下関市 王司風ぐるま同好会 竹製風ぐるま作り方体験

宇部市

小羽山親寿会 手芸（和物雑貨）の展示

小羽山校区連合親寿会
『いっきゅう会』 ボトルシップの展示

小羽山親寿会絵手紙同好会 絵手紙等作品の展示

小羽山アトリエ藤 手芸、和の小物の展示

つばさ手紡ぎの会 機織体験、糸つむぎ体験

工房「布う楽」 古布作品の展示

山口市

きらら阿知須よーずクラブ よーずの展示

きらら竹とんぼの会 竹とんぼの展示・体験

きらら阿知須フォトクラブ 写真の展示

ひなもん教室 ひなもんの展示・体験

萩　市 萩市老人クラブ連合会
見島地区 見島ヨーズ（凧）の展示

防府市 右田伝承会（女性部） 折り紙細工、置物の展示・体験

下松市
下松市老人クラブ連合会 写真、竹細工、しめ縄の展示

花岡友愛クラブ 大しめ縄作り実演・体験

岩国市 岩国市老人クラブ連合会
岩国支部 工芸細工の展示

光　市 光市老人クラブ連合会 鉄細工、船箪笥等の展示

柳井市 柳井縞の会 柳井縞の展示、機織り体験

美祢市 綾木竹細工教室 竹細工の展示・体験

周南市
須金和紙振興協議会 和紙絵の展示

輝きクラブ周南女性
委員会 折り紙、貼り絵の展示・体験

山口県 おいでませ！シニア隊 生涯現役社会づくりの実現
に向けた啓発

出展団体一覧
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私
達
に
と
っ
て
は
、
き
ら
ら
ド
ー
ム
で
の
舞
台
は
、

き
ら
ら
博
と
国
民
文
化
祭
に
続
い
て
３
度
目
の

舞
台
と
な
り
、
晴
れ
が
ま
し
い
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。

　
選
曲
は
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
様
に
「
若
葉
」

と
「
麦
の
唄
」、
そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
は
今
も
か
わ
ら
ず
」

の
３
曲
で
、
心
を
こ
め
て
歌
い
ま
し
た
。

　
猛
練
習
を
重
ね
、
当
日
も
リ
ハ
替
わ
り
に
外
で
声
出
し
を

し
て
本
番
に
備
え
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
衣
裳
に
負
け
な

い
位
、
燃
え
て
、
心
地
良
く
歌
え
ま
し
た
。

　
「
す
み
れ
」
は
40
年
余
続
い
て
い
る

合
唱
団
で
、
メ
ン
バ
ー
の
増
減
や
年

齢
層
も
変
化
が
大
で
し
た
が
、
歌
の

好
き
な
仲
間
が
楽
し
み
な
が
ら
、
真

面
目
に
週
１
回
の
練
習
に
ず
っ
と
励

ん
で
い
ま
す
。
文
化
祭
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
協
力
、
慰
問
、
県
フ
ェ
ス

等
々
、
様
々
な
活
動
に
参
加
出
来
る

事
が
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
、
皆
、

●
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ

　
大
正
琴
や
詩
吟
、
日
本
舞
踊
な
ど
県
内
と
島
根
県
の
39
団
体
、
約
７
７
０
人
が
出
演
し
、
地

域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
や
郷
土
芸
能
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
多
彩
な
健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
各
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
の
数
々
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

美
祢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス

加

　納

　光

　江

岩
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
由
宇
支
部

　
　
　
由
宇
町
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

善

　本

　信

　子

生
涯
学
習
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
腹
式
呼
吸
法
で
大
き

な
声
を
出
し
、
笑
い
、
歌
う
事
が
若
さ
を
保
つ
秘
訣
か
な
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
舞
台
も
人
生
の

貴
重
な
ひ
と
コ
マ
と

し
て
、
皆
の
心
に
残
る

事
と
思
い
ま
す
。
ふ
れ

あ
っ
た
人
々
と
歌
え
る

事
に
、改
め
て
、感
謝
！

感
謝
‼

すみれコーラスの皆さん

こ
の
度
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！

山
口
２
０
１
５
の
出
演
団
体
に
選
ば
れ

た
事
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
出
演
す
る
限
り
「
元
気
と
ス
マ
イ
ル
」
を
目
標
に
、
踊
り

は
全
て
マ
ス
タ
ー
し
、楽
し
く
踊
る
事
を
心
掛
け
ま
し
た
が
、

ス
テ
ー
ジ
の
横
に
は
柵
が
無
く
、
足
を
踏
み
外
す
恐
れ
が
有
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由宇町フォークダンスクラブの皆さん

る
為
、
力
一
杯
、
伸
び
伸
び
と
踊

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。又
、

残
念
な
事
に
観
客
数
が
少
な
く
、

少
々
が
っ
か
り
致
し
ま
し
た
。
維

新
公
園
の
方
で
は
同
時
刻
に
開
会

式
が
有
り
、
当
方
で
は
開
館
式
が

有
っ
た
た
め
来
場
者
も
分
散
し
、

人
数
が
思
っ
た
よ
り
減
少
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
維
新
公
園
の
開
会

式
の
模
様
は
、
後
日
、
録
画
を
見

ま
し
た
が
、
大
勢
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
で
も
、
私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
数
多

く
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
者
の
中

か
ら
記
念
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
事
が

出
来
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
演
す

る
為
の
努
力
の
汗
や
苦
労
も
今
で
は

人
生
の
ア
ル
バ
ム
の
１
ペ
ー
ジ
に
楽

し
い
思
い
出
と
な
り
、
生
き
る
喜
び

を
感
ず
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

県市町 グループ名 演　目

下関市
下関老人大学受講生友の会 歌謡舞踊、民謡舞踊
阿川恵比須舞保存会 恵比須舞

宇部市 際波混声合唱団 混声コーラス

山口市

京枝会 舞踊
山口わか鮎会 民踊
扇寿会 日本舞踊
フラダンスラブリーフラ フラダンス
大内レクレーションダンス同好会 スカイツリー音頭 、大内のお殿様
老連リフォームクラブ 「和を楽しむ」ファッションショー
小郡フラダンスクラブ 踊り（フラダンス）
琴凌流大正琴 大正琴
小郡トリックくらぶ 大道芸
阿知須老人クラブコーラス野ばら コーラス
徳佐老人クラブ女性部銭太鼓同好会 祝節し
阿東フォークダンス同好会 青い山脈

萩　市
さくら会銭太鼓　明木教室 銭太鼓
寿扇会 日本舞踊

防府市

中関塩浜唄の会 塩浜太鼓
小俣八幡宮「笑い講」講中 防府市無形民俗文化財  笑い講
防長民謡会 山口県民謡
防府詩吟連合会 あゝ吉田松陰
西中国吟詠会 構成吟　長州に生きた人の詩

下松市
すみれフォークダンス フォークダンス
東陽クラブ　東舞会 日本舞踊（花柳流）

岩国市
由宇町フォークダンスクラブ フォークダンス
サロンコーラスクラブ コーラス
高森チンドン隊 チンドンパフォーマンス

光　市 島田人形浄瑠璃芝居保存会 伊賀越道中双六　沼津の段

長門市
河原寿会・棚田数え唄 創作　棚田数え唄
楊貴妃の里・油谷ダンスを楽しむ会 ダンス演技

美祢市
すみれコーラス コーラス
ストレッチ♥♡みね 健康体操

周南市 大徳山太鼓 “ 回天 ” 保存会 太鼓演奏
山陽小野田市 埴生民踊愛好会 民踊

周防大島町
大正琴教室 大正琴演奏
コール橘 コーラス

和木町 ひまわり えちごや踊りの唄
山口県 ＹＯＢ（ヤマグチ・オールド・ビューティー） 恋するフォーチュンクッキー（ＹＯＢ版）ダンス
島根県 アカペラーズ コーラス

出演団体一覧
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●
縁
の
下
の
力
持
ち
！
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

●
次
回
長
崎
大
会
の
成
功
を
祈
っ
て

女
性
委
員
を
は
じ
め
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
員
と
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
地
域
推
進
員（
お
い
で
ま
せ
！

シ
ニ
ア
隊
）
が
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
地
域
文
化
伝
承
館
の
運

営
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
笑
顔
で
の
ご
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

記
念
品
の
配
布
、
出
演
者
の
誘
導
や
ス

テ
ー
ジ
の
準
備
、
弁
当
配
布
や
会
場
の

環
境
美
化
な
ど
の
業
務
を
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
運

営
に
携
わ
っ

た
会
員
の
団

結
力
は
着
実

に
強
ま
り
、

今
後
の
老
人

ク
ラ
ブ
活
動

の
大
き
な
力

に
な
る
と
確

信
し
て
い
ま

す
。

最
終
日
の
19
日
㈪
、
全
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

終
了
し
た
の
ち
に
地
域
文
化
伝
承
館
閉

館
式
を
行
い
、
次
回
開
催
地
の
長
崎
県

へ
伝
承
館
旗
の
伝
達
と
大
会
マ
ス
コ
ッ

ト
ち
ょ
る
る
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
文
化
伝
承
館

に
ご
来
場
の
皆
さ
ん
と
一
つ
に
な
っ
て

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
歌
い
、
最
後

ま
で
元
気
と
笑
顔
の
花
を
会
場
い
っ
ぱ

い
に
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
年
の
「
地
域
文
化
伝
承
館
」

は
平
成
28
年
10
月
15
日
㈯
～
17
日
㈪
の

３
日
間
、
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

受付

出演者の誘導

ちょるるのぬいぐるみを贈呈

来場者への配布物を袋詰め

みんなで大合唱

記念撮影

万歳三唱

ステージの準備

伝承館旗の引き継ぎ　山口から長崎へ
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受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
27
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
表
彰

　

・
中
村　

美
子
（
周
防
大
島
町
）

　

・
西
本　

純
雄
（
下
関
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

・
城
山
ク
ラ
ブ
（
岩
国
市
）

●
優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

・
山
陽
小
野
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

平
成
27
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　

・
下
松
市
笠
戸
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

・
の
ん
た
会
（
周
南
市
）

　

・
夜
市
楽
園
会
（
周
南
市
）

平
成
27
年
度　

活
動
賞

●
仲
間
づ
く
り
活
動
部
門

　

・
大
林
寺
高
齢
者
倶
楽
部
（
防
府
市
）

●
健
康
づ
く
り
活
動
部
門

　
・
厚
南
第
５
亀
齢
ク
ラ
ブ
親
和
会
（
宇
部
市
）

　

・
原
第
一
こ
と
ぶ
き
会
（
宇
部
市
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　

・
光
井
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第

６
分
会
（
光
市
）

第
65
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

県
知
事
表
彰

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

・
中
村　

美
子
（
周
防
大
島
町
）

平
成
27
年
度

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
特
別
功
労
者

　

・
西
村　

重
義
（
岩
国
市
）

　

・
岡
田　

昭
彦
（
周
南
市
）

　

・
湯
岡　

義
夫
（
周
南
市
）

●
一
般
功
労
者

　

・
秋
本　

尚
武
（
宇
部
市
）

　

・
上
原　

信
恵
（
宇
部
市
）

　

・
木
綿
美
智
枝
（
宇
部
市
）

　

・
黒
瀨　

悦
子
（
宇
部
市
）

　

・
波
木　

康
人
（
宇
部
市
）

　

・
西
川
三
代
子
（
宇
部
市
）

　

・
西
村
八
重
子
（
宇
部
市
）

　

・
藤
井　

禮
子
（
宇
部
市
）

　

・
松
村　

充
子
（
宇
部
市
）

　

・
柳
田　

節
子
（
宇
部
市
）

　

・
内
田　
　

要
（
山
口
市
）

　

・
斉
藤　

隆
子
（
山
口
市
）

　

・
藤
村　

武
子
（
山
口
市
）

　

・
吉
野　

信
子
（
山
口
市
）

　

・
大
田　
　

勧
（
萩
市
）

　

・
岡　
　

政
夫
（
萩
市
）

　

・
神
村　

重
男
（
萩
市
）

　

・
相
本　

互
一
（
下
松
市
）

　

・
清
木　

忠
人
（
下
松
市
）

　

・
金
重　

孝
美
（
岩
国
市
）

　

・
矢
野　

槌
雄
（
岩
国
市
）

　

・
西
村　

利
衛
（
長
門
市
）

　

・
藤
岡　

秀
夫
（
長
門
市
）

　

・
伊
藤　

規
子
（
柳
井
市
）

　

・
津
森
リ
ツ
コ
（
美
祢
市
）

　

・
中
野　

康
彦
（
美
祢
市
）

　

・
西
村　

慧
子
（
美
祢
市
）

　

・
藤
田　

弘
子
（
美
祢
市
）

　

・
山
野
昭
二
郎
（
美
祢
市
）

　

・
大
竹　

和
郎
（
周
南
市
）

　

・
兼
清
美
智
子
（
周
南
市
）

　

・
河
井　
　

清
（
周
南
市
）

　

・
倉
増　
　

悟
（
周
南
市
）

　

・
山
時　

基
治
（
周
南
市
）

　

・
末
廣　
　

勝
（
周
南
市
）

　

・
野
村
紀
美
子
（
周
南
市
）

　

・
原　
　

康
正
（
周
南
市
）

　

・
福
谷　

信
子
（
周
南
市
）

　

・
藤
井　

絹
子
（
周
南
市
）

　

・
松
田
喜
八
郎
（
周
南
市
）

　

・
峯
重　

正
義
（
周
南
市
）

　

・
山
城
喜
美
枝
（
周
南
市
）

　

・
山
田　

雅
彦
（
周
南
市
）

　

・
大
田　
　

宏
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
佐
々
木
光
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
佐
々
木
信
彦
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
杉
山　

和
平
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
東　
　

健
治
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
藤
村　

武
人
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
吉
岡　

信
正
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
有
吉　

清
美
（
周
防
大
島
町
）

　

・
武
末
チ
ヤ
コ
（
周
防
大
島
町
）

　

・
堀　
　

睦
二
（
周
防
大
島
町
）

　

・
兼
本　

猶
敏
（
田
布
施
町
）

　

・
中
村　
　

豊
（
田
布
施
町
）

　

・
水
田　

正
義
（
田
布
施
町
）

　

・
南　
　

伴
二
（
田
布
施
町
）

　

・
岡　
　

十
郎
（
阿
武
町
）

　

・
茂
刈　

接
佐
（
阿
武
町
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

・
蓮
華
老
人
ク
ラ
ブ
（
岩
国
市
）

●
１
万
人
会
員
増
強
運
動

　

・
下
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

絆
の
会 

さ
く
ら
組

　

・
下
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

絆
の
会 

つ
つ
じ
組

　

・
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

浅
江
い
き

い
き
ク
ラ
ブ 

虹
ヶ
丘
第
二
長
寿
会

　

・
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

浅
江
い

き
い
き
ク
ラ
ブ 

な
ご
み
の
会

　

・
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
徳
山
支
部 

絆
ク
ラ
ブ

　

・
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
徳
山
支
部 

若
草
会

　

・
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
新
南

陽
支
部 

輝
き
ク
ラ
ブ
西
桝
会

　

・
周
防
大
島
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
東
和
支
部 

洲
崎
高
砂
会（

敬
称
略
）
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老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
、
新
「
村
お

こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
の
推
進
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
や
地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
交
通
安
全
運
動

な
ど
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
充
実
や
地

域
の
活
性
化
に
格
別
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
を
迎
え
る

中
、
将
来
に
わ
た
り
山
口
県
の
活
力
を
維
持
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
そ
の
豊
富
な
知
識
や

経
験
、
技
能
等
を
活
か
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
私
は
、
新
た
な
県
政
運
営
の
指
針
と
な

る
「
元
気
創
出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開
拓
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
の
重
点
施
策
に
「
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
、
高
齢
者
の
方
々
の
社
会
参
加

の
促
進
や
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
に
向
け
た
支
援
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、毎
年
９
月
20
日
を「
社
会
奉
仕
の
日
」と
し
て
、

県
内
一
斉
の
環
境
美
化
運
動
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
社

会
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
大
変
心

強
い
限
り
で
す
。
こ
の
活
動
を
契
機
と
し
て
、
皆
様
方

の
自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
が
、
一
層
地
域
社
会
に
浸

透
し
、
地
域
活
力
の
更
な
る
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
来
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
行

わ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
」
が
直
前
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
県
下
全
市
町
を
会
場
に
25
種
目
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
交
流
大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
美

術
展
や
健
康
フ
ェ
ア
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
全
国
か
ら
の
選
手・役
員
約
１
万
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
観
客
を
含
め
る
と
約
50
万
人
が
参
加
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
、「
地
域
文
化
伝
承
館
」

の
開
設
準
備
を
は
じ
め
、
お
客
様
の
お
も
て
な
し
や
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
大
会
が
参
加
さ
れ
る

皆
様
方
の
心
に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

積
極
的
な
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
今

後
益
々
の
御
発
展
と
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
、
激
励
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
９
月
20
日山

口
県
知
事　
村　
岡　
嗣　
政

　
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

昭
和
61
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
社
会
奉
仕
の
日
」
は
、「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」（
９
月
15
日
～
21
日
）
内
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
方
の
参
加
の
も
と
、
地

域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活
力
を
広
く
示
そ
う
と
全
国
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
を
設
定
し
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
老
人
週
間
に
合
わ
せ
て
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奉
仕
の
日
に
あ
た
り
、
県
知
事
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
組
に
つ
い
て
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山
陽
小
野
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
小
野
田
地
区
）

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
清
掃
活
動
を
、

今
年
も
行
い
ま
し
た
。
例
年
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
地
区
に
あ
る
公
園
・

道
路
・
集
会
所
な
ど
の
清
掃
を
主
と
し
た
環
境
美
化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今

年
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
会
場
の
一
つ
で
あ
る
県
立
お
の
だ
サ
ッ
カ
ー
交
流
公
園
周
辺
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま

し
た
。

　
他
県
か
ら
来
ら
れ
る
方
々
を
お
い
で
ま
せ
の
精
神
で
、
気
持
ち
よ
く
迎
え
入
れ
た
い
と

の
思
い
で
通
常
の
活
動
範
囲
を
拡
大
し
、
近
隣
ク
ラ
ブ
４
ク
ラ
ブ
・
総
勢
35
人
に
て
会
場

周
辺
の
ご
み
拾
い
や
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
野
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
26
ク
ラ
ブ
あ
り
、
社
会
奉
仕
の
日
以
外
に
も
様
々

な
活
動
を
通
し
て
、
社
会
奉
仕
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
地
域
の
取
組
の
紹
介
～

山陽小野田市老人クラブ連合会
（小野田地区）会員の皆さん
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会
員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
思
う
こ
と

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
幾
度
と
な
く
議
題
と
し
て
出
て

い
ま
す
。
そ
の
た
び
に
各
地
で
こ
の
運
動
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
と
と
も
に
推
進
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
良
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
今
回
の
「
会
員
増
強
運
動
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

５
カ
年
計
画
を
受
け
て
、
山
口
県
は
「
１
万
人
会
員
増

強
運
動
」
と
し
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
す
で

に
こ
の
運
動
も
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
新
設
及
び
復
活

で
会
員
を
増
強
さ
れ
た
市
町
老
連
が
あ
り
ま
す
。
会
員

増
強
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
の
新

設
及
び
復
活
が
会
員
増
強
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
ま
ず
自
ク
ラ
ブ
の
状
況
や
地
域
の
高
齢
者
の

声
を
聞
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
手

段
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
（
会
員・非
会
員
向
け
）
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
調
査
、

分
析
し
て
み
る
と
自
ク
ラ
ブ
の
傾
向
、
会
員
の
思
い
や
満
足

度
等
が
把
握
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
や
老
人
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
お
り
老
人
ク
ラ
ブ
も
そ
の
変
化
に
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
団
塊

の
世
代
さ
ら
に
は
そ
の
次
の
世
代
と
考
え
方
や
行
動
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆会員向けアンケート内容（イメージ）

◆会員向けアンケート集計結果（イメージ）
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山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
郡
支
部

支
部
長　

中
村

　勝一

「
会
員
増
強
推
進
」
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　

交
流
会
を
開
催
し
て

100
万
人
会
員
増
強
運
動
も
す
で
に
１
年
を
経
過
し
、

10
月
か
ら
の
会
員
増
強
推
進
月
間
に
向
け
て
山
口

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
小
郡
支
部
で
は
、
こ
の
８
月
に

会
員
20
名
に
よ
る
他
地
区
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
26
年
度
に
２
つ
の
ク
ラ
ブ
復
活
を
実

践
さ
れ
た
下
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
江
の
浦
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
）
と
の
情
報
及
び
意
見
交
換
会
で
、
特
に

未
地
区
へ
の
ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
笠
戸
島
公
民
館
に
お
い
て
下
松
市
長
に

も
御
臨
席
い
た
だ
き
、
総
勢
40
名
で
前
向
き
な
意
見
交

換
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
松
市
の
今
回
の
事
例
で
は
、
気
心
の
知
れ
た
信
頼

の
厚
い
仲
間
と
自
治
会
と
の
連
携
を
図
り
、
広
報
活
動

や
案
内
状
だ
け
で
な
く
、
言
葉
で
世
話
人
が
誠
心
誠
意

実
践
し
た
結
果
、
77
名
の
会
員
が
誕
生
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　
他
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
で
、
お
互
い
の

課
題
や
活
動
の
方
法
、
活
動
事
例
、
悩
み
等
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
同
じ
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て

活
動
を
前
進
的
に
取
り
組
め
て
い
け
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
こ
の
交
流
会
で
、
高
齢
者
同
士
の
思
い
や
り
で

１
人
だ
け
で
は
で
き
な
い
困
難
な
こ
と
も
、
み
ん
な
の

思
い
が
一
点
集
中
し
た
時
に
自
ず
と
開
か
れ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

交流会の模様

交流会に参加された皆さん
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「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
推
進
に
向
け
て

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
介
護
度
が
要
支

援
１
～
２
の
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
保

険
者
で
あ
る
各
市
町
行
政
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
各
市
町
の
新
地

域
支
援
事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
で
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、
地
域
団
体
や
住
民
参
加
に
よ

る
支
え
合
い
の
体
制
を
作
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
今

ま
で
の
サ
ロ
ン
活
動
や
見
守
り
活
動
を

ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
に
活
か
し
て
い

く
の
か
を
市
町
行
政
と
相
談
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
対
象
者
も
非
常
に
多
く

当
然
行
政
サ
イ
ド
だ
け
で
は
困
難
な
の

で
、
行
政
と
老
人
ク
ラ
ブ
双
方
の
話
し

合
い
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
態
を

行
政
サ
イ
ド
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で

も
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を

基
本
に
、
地
域
で
助
け
合
い
・

支
え
合
い
の
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
友
愛

活
動
を
実
施
し
て
き
た
老
人
ク

ラ
ブ
と
し
て
、
積
極
的
に
地
域

へ
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
市
町
行
政
、

市
町
社
協
、
自
治
会
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存

在
感
を
出
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
「
新

地
域
支
援
事
業
」
の
担
い
手
と

し
て
、
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域

の
高
齢
者
へ
の
支
援
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
は
、
現
在
す
す
め
て

い
る
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
」
の
成
果
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

※地域包括ケアシステムは、おおむね 30 分以内に必要なサービスが提供される日常生活圏内
（具体的には中学校区）を単位として想定
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携
帯
ト
イ
レ
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

寄
附
金
を
贈
呈
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
６
月
、
株
式
会
社 

修
明 

様
よ
り
携
帯
ト
イ
レ
「
シ
ー
レ
ス
Ｑ
」

１
０
０
０
個
と「
も
っ
て
て
よ
か
っ
た
！

つ
け
て
て
よ
か
っ
た
」
50
個
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
（
金
）
に
開
催
し
た
平
成

27
年
度
市
町
老
連
運
営
研
究
協
議
会
の

中
で
、
西
川
会
長
が
寄
贈
に
つ
い
て
紹

介
し
、
参
加
者
を
代
表
し
て
熊
谷
副
会

長
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
参
加
さ
れ
た
各
市
町
老

　
第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち

大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！

山
口
２
０
１
５
）
の
運
営
経
費
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
27
年
８
月
、

西
川
会
長
が
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

室
の
相
島
室
長
を
訪
問
し
、
寄
附
金
を

連
の
会
長
（
支
部
長
）、
女
性
代
表
、
事

務
局
の
総
勢
60
人
全
員
に
こ
の
携
帯
ト

イ
レ
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
た
「
携
帯
ト

イ
レ
」
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
高
齢
者
支
援
事
業
及
び
高
齢

者
の
地
域
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
西
川
会
長
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お

い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
の
成
功
の

た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
、

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

参加者を代表して熊谷副会長へ

寄附金を贈呈

寄贈について紹介
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税務署からのお知らせ
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施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉 4 丁目 5-2
電 話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000

サービス料込・税別。

団体 2,100
(16名以上）

9,000
(15名以上）

かんぽの宿 湯田
〒 753-0064
山口市神田町 1-42
電 話　083-922-5226
FAX　083-922-5227

個人 500 500
引き

税込。割引対象外の日や、プランあり。1 泊
2 食に限る。15 名以上送迎無料。送迎につ
いてはお気軽にご相談ください。お申込み
時に、老人クラブ会員であることをお伝え
ください。

かんぽの宿 光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1279

個人 400 500
引き

税込。1 泊2 食の御利用に対して、1 名1 泊につき500 円
（税込）割引。日帰りプラン3，800 円以上の御利用に対して
500 円（税込）割引。日帰り利用料、スポーツ施設利用料の
20％割引。
サービス証明書が必要です。（利用時に県老連より発行）
※サービスは証明書１枚で同伴者全員可能です。

きのえ温泉ホテル
清風館
〒 725-0402
広島県豊田郡大崎上島町沖浦1900
電 話　0846-62-0555
FAX　0846-62-1070

個人 — 10,000 税別。送迎については別途御相談下さい。
特別営業期間（正月・盆・ゴールデンウィーク）
は料金の変更あり。
お申込み時に、老人クラブ会員であることをお伝えください。
休前日は、2，000 円アップになります。団体 — 8,000

（15 名以上）

長崎ブルースカイ
ホテル
〒　852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 — 7,000
サービス料・税込。
送迎については15 名以上は長崎駅から
ホテルまでは無料
送迎付プラン有（バス付パック）
11 名~14 名　16,000 円
15 名~21 名　14,000 円
各種特典付き
お問い合わせください。

団体 — 6,480
(10名以上)

※「憩いの家」指定料金は、一般客の利用料金より、割引になっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設または事務局へお問い合わせください。
※かんぽの宿では、全国の施設にて 1 泊 2 食の御利用に対して、500 円（税込）の割引が可能とな

ります。詳細は、事務局までお問い合わせください。

山口まで送迎付き

「憩いの家」指定施設
きららシニア山口
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